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主な記事

医
療
と
福
祉

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
は
、
強
引
な

病
床
削
減
、
入
院
期
間
の
短

縮
で
す
。
「
今
月
い
っ
ぱ
い

　

２
０
１
８
年
度
介
護
報
酬

改
定
が
目
指
す
の
は
、
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
。
国
民
一
人
ひ

と
り
が
状
態
に
応
じ
た
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
質
が
高
く
効
率
的

な
提
供
体
制
の
整
備
を
推
進

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

定
率
は
＋
０
・
54
％
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
医
療
保

険
の
診
療
報
酬
改
定
と
重
な

り
、
「
医
療
か
ら
介
護
へ
」

「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
と
い

う
大
き
な
流
れ
の
中
で
の
改

定

と

な

り

ま

し

た

（

図

１
）
。

　

す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の

あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
介

護
保
険
だ
け
で
な
く
、
医
療

保
険
、
生
活
支
援
、
介
護
予

防
と
幅
広
い
制
度
を
包
括
し

た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

目
指
す
の
は
「
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な

く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
整
備
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
変
す
ば
ら
し
い
目
標

で
す
が
、
裏
を
返
せ
ば
理
想

と
現
実
の
差
が
見
え
て
き
ま

す
。
高
齢
化
は
着
実
に
進
ん

で
い
く
の
に
対
し
、
社
会
保

障
費
の
伸
び
は
年
々
抑
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
必
然
的
に
、

ど
こ
か
に
皺
寄
せ
が
来
ま

す
。
既
に
適
切
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
医
療
難
民
、
介
護
難
民
が

　今年４月に６年振りとなる診療報酬・介護
報酬の同時改定が行われました。
　ますます複雑化する報酬体系改定のポイ
ントを解説し、また利用者にどのような影響
があるかもあわせて紹介します。

○
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

　
ー
甘
い
言
葉
に
ご
用
心
ー・・・・
１
〜
２
面

○
介
護
保
険
法
改
正
、介
護
報
酬
改
定
が

利
用
者
に
も
た
ら
す
影
響・・・・・・・・
３
面

○
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定  

４
面

○
市
民
の
声
で
核
兵
器
廃
絶
を
・・・・・・ 

５
面

○
リ
レ
ー
投
稿  

片
山
健
太・薫
子 

・・・・
６
面            

で
退
院
し
て
く
だ
さ
い
」

「
転
院
で
は
な
く
自
宅
に

帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
途
方
に
く
れ
る
患
者
さ

ん
の
声
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
中
重

度
の
在
宅
要
介
護
者
や
、
居

宅
系
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者

の
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

医
療
・
介
護
の
役
割
分
担
と

連
携
の
推
進
が
計
ら
れ
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
全
く
不
十

分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

理
想
は
天
国
、
現
実
は
地

獄
。
甘
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ

て

は

な

り

ま

せ

ん

（

図

２
）
。

　

今
回
の
改
定
で
、
医
療
と

介
護
の
複
合
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
介
護
医
療
院

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
介
護

医
療
院
は
、
こ
れ
ま
で
の
介

護
療
養
型
病
床
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。
療
養
型
病
床
の

歴
史
は
古
く
、
平
成5

年
に

創
設
さ
れ
た
療
養
型
病
床
群

に
遡
り
ま
す
。
平
成
12
年
に

介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
る

の
と
同
時
に
療
養
病
床
が
一

般
病
床
か
ら
分
離
し
ま
し

た
。
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
介
護
療
養
病
床
は
平
成

18
年
に
は
12
・
２
万
床
あ
り

ま
し
た
が
、
同
年
の
医
療
制

度
改
革
に
お
い
て
、
平
成2

3
 

年
度
末
ま
で
に
全
廃
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
医
療
団
体
、
患
者
団
体

の
粘
り
強
い
廃
止
反
対
運
動

に
よ
り
経
過
措
置
に
よ
る
延

長
を
繰
り
返
し
、
今
回
も

2
0
2
4

年
度
末
ま
で
廃
止
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

介
護
療
養
病
床
は
平
成
27
年

に
は
６
・
３
万
床
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
代
わ

る
施
設
が
介
護
医
療
院
で

す
。

　

今
回
の
改
定
だ
け
で
な

く
、
最
近
の
医
療
制
度
、
介

護
制
度
の
中
で
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
る
用
語
に
「
効
率

化
」
「
適
正
化
」
が
あ
り
ま

す
。
「
効
率
化
」
「
適
正

化
」
す
な
わ
ち
「
費
用
の
削

減
」
で
す
。
高
齢
化
に
伴

い
、
医
療
・
介
護
の
需
要
が

増
加
す
る
の
に
対
し
て
費
用

を
削
減
す
れ
ば
、
ど
う
し
て

も
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。
「
質
の
高
い
」

と
い
う
言
葉
の
裏
側
に
は

「
質
の
低
下
」
の
存
在
が
あ

る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
「
制
度
の
持
続

可
能
性
」
は
社
会
保
障
費
削

減
、
給
付
制
限
の
免
罪
符
と

し
て
使
わ
れ
る
用
語
で
す
。

例
年
に
な
く
複
雑
と
な
っ
た

今
回
の
改
定
、
構
想
と
現
実

が
乖
離
し
な
い
よ
う
に
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　

　

長崎県保険医協会 会長　本田孝也

2018年度
介護報酬改定について  

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

2018年度介護報酬改定の概要

○団塊の世代が75歳以上となる2025年に向けて、国民１人１人が状態に応じた適切なサービスを受けられる
　よう、2018年度介護報酬改定により、質が高く効率的な介護の提供体制の整備を推進。
　２０１８年度介護報酬改定　　　改定率：＋0.54％

■中重度の要介護者も含め、どこに住んでいても適切な
　医療・介護サービスを切れ目なく受けることができる
　体制を整備

Ｉ　地域包括ケアシステムの推進

■介護保険の理念や目的を踏まえ、安心・安全で、自立
　支援・重度化防止に資する質の高い介護サービスを実
　現

Ⅱ　自立支援・重度化防止に資する質の高い介護サービスの実現

■人材の有効活用・機能分化、ロボット技術等を用いた
　負担軽減、各種基準の緩和等を通じた効率化を推進

Ⅲ　多様な人材の確保と生産性の向上

■介護サービスの適正化・重点化を図ることにより、制
　度の安定性・持続可能性を確保

Ⅳ　介護サービスの適正化・重点化を通じた制度の安定性・持続可能性の確保

図１

－ 甘い言葉にご用心 －
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・老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO　等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

医　療

生活支援・介護予防

住まい

介　護
通所・入所通院・入院

・自宅・サ高住・有料老人ホーム　等

・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

■在宅系サービス：
・訪問介護・訪問看護
・通所介護
・通所リハ 等

■施設・居住系サービス
・介護老人保健施設
・特別養護老人ホーム
・グループホーム等

・大学病院　等
　急性期
　回復期
　慢性期

　

平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改

定
が
目
指
す
の
は
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２

０
２
５
年
。
国
民
一
人
ひ
と

り
が
状
態
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
質
が
高
く
効
率
的
な

提
供
体
制
の
整
備
を
推
進
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
定

率
は
＋
０
・
54
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
医
療
保
険

の
診
療
報
酬
改
定
と
重
な

り
、
「
医
療
か
ら
介
護
へ
」

「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
と
い

う
大
き
な
流
れ
の
中
で
の
改

定

と

な

り

ま

し

た

（

図

１
）
。

　

す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の

あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
。
介
護
保
険
だ
け
で
な

く
、
医
療
補
保
険
、
生
活
支

援
、
介
護
予
防
と
幅
広
い
制

度
を
包
括
し
た
シ
ス
テ
ム
で

す
。

 

目
指
す
の
は
「
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な

く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
整
備
」
で
す
。
大
変
す

ば
ら
し
い
目
標
で
す
が
、
裏

を
返
せ
ば
理
想
と
現
実
の
差

が
見
え
て
き
ま
す
。
高
齢
化

皺
寄
せ
が
来
ま
す
。
既
に
適

切
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
医
療
難

民
、
介
護
難
民
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
強
引
な
病
床
削
減
、

入
院
期
間
の
短
縮
で
す
。

「
今
月
い
っ
ぱ
い　
　
　
　

で
退
院
し
て
く
だ
さ
い
」

「
転
院
で
は
な
く
自
宅
に

帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
途
方
に
く
れ
る
患
者
さ

ん
の
声
を
し
ば
し
ば
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
中
重

度
の
在
宅
要
介
護
者
や
、
居

宅
系
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
居

者
の
医
療
ニ
ー
ズ

へ

の

対

応

、

医

療
・
介
護
の
役
割

分
担
と
連
携
の
推

進
が
計
ら
れ
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ

全
く
不
十
分
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

理
想
は
天
国
、

現
実
は
地
獄
。
甘

い
言
葉
に
惑
わ
さ

れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
（
図
２
）
。

　

今
回
の
改
定
で
、
医
療
と

介
護
の
複
合
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
介
護
医
療
院

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
介
護

医
療
院
は
、
こ
れ
ま
で
の
介

護
療
養
型
病
床
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。
療
養
型
病
床
の

歴
史
は
古
く
、
１
９
９
３
年

に
創
設
さ
れ
た
療
養
型
病
床

群
に
遡
り
ま
す
。
２
０
０
０

年
に
介
護
保
険
法
が
施
行
さ

れ
る
の
と
同
時
に
療
養
病
床

が
一
般
病
床
か
ら
分
離
し
ま

し
た
。
介
護
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
る
介
護
療
養
病
床
は
２

０
０
６
年
に
は
12
・
２
万
床

あ
り
ま
し
た
が
、
同
年
の
医

療
制
度
改
革
に
お
い
て
、
２

０
１
８
年
度
末
ま
で
に
全
廃

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
医
療
団
体
、

患
者
団
体
の
粘
り
強
い
廃
止

反
対
運
動
に
よ
り
経
過
措
置

に
よ
る
延
長
を
繰
り
返
し
、

今
回
も
２
０
２
４
年
度
末
ま

で
廃
止
が
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
介
護
療
養
病

床
は
２
０
１
５
年
に
は
６
・

３
万
床
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
（
図
３
）
。
こ
れ
に
代
わ

る
施
設
が
介
護
医
療
院
で

す
。

　

今
回
の
改
定
だ
け
で
な

く
、
最
近
の
医
療
制
度
、
介

護
制
度
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
用
語
に
「
効
率
化
」

「
適
正
化
」
が
あ
り
ま
す
。

「
効
率
化
」
「
適
正
化
」
す

な
わ
ち
「
費
用
の
削
減
」
で

す
。
高
齢
化
に
伴
い
、
医

療
・
介
護
の
需
要
が
増
加
す

る
の
に
対
し
て
費
用
を
削
減

す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。
「
質
の
高
い
」
と
い
う

言
葉
の
裏
側
に
は
「
質
の
低

下
」
の
存
在
が
あ
る
こ
と
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
「
制
度
の
持
続
可
能
性
」

は
社
会
保
障
費
削
減
、
給
付

制
限
の
免
罪
符
と
し
て
使
わ

れ
る
用
語
で
す
。
例
年
に
な

く
複
雑
と
な
っ
た
今
回
の
改

定
、
構
想
と
現
実
が
乖
離
し

な
い
よ
う
に
注
意
深
く
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

介
護
医
療
院
の
創
設

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と

制
度
の
持
続
可
能
性

図
２　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　

イ
メ
ー
ジ
図

▲

図３　療養病床数の推移（厚生労働省試料より作成）

介護療養
病 床 数

医療療養
病 床 数

合 計

12.2万床

26.2万床

38.4万床

H18(2006).3月　H24(2011).3月 H27(2015).3月

7.8万床

26.7万床

34.5万床

6.3万床

27.7万床

34.0万床
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今
回
の
報
酬
改
定
は
、
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
へ
向
け
た
最

後
の
「
医
療
・
介
護
・
障
害

福
祉
同
時
改
定
」
と
し
て
、

医
療
・
介
護
シ
ス
テ
ム
全
体

を
見
直
す
枠
組
み
の
中
で
実

施
さ
れ
、
「
医
療
保
険
か
ら

介
護
保
険
へ
」
「
介
護
保
険

か
ら
自
立
へ
」
の
流
れ
が
明

確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
介
護
保
険
料
の
見
直

し
。
長
崎
市
で
は
基
準
額
が

６
０
８
３
円
か
ら
６
８
０
０

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
利
用
料
で
は
、
今
年
の

８
月
か
ら
所
得

に
応
じ
て
利
用

料
が
３
割
に
な

る
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　

保
険
財
政
を
理
由
に
、
軽

度
者
の
保
険
外
し
、
重
度
者

介
護
へ
の
負
担
強
化
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
利
用
者
が
多
く

事
業
所
も
多
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
は

（
特
に
軽
度
者
）
厳
し
い
抑

制
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
ヘ
ル

パ
ー
の
生
活
援
助
は
月
の
利

用
回
数
に
縛
り
を
設
け
、
頻

回
利
用
の
必
要
が
あ
る
と
き

は
市
に
届
け
出
て
判
断
を
受

け
る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ヘ
ル

パ
ー
事
業
所
は
基
本
報
酬
を

引
き
下
げ
ら
れ
、
人
手
不
足

に
加
え
た
経
営
難
で
事
業
廃

止
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
国
は
、
全
国
の
自
治

体
を
競
わ
せ
る
制
度
も
導

入
。
介
護
認
定
率
や
一
人
あ

た
り
の
給
付
費
、
医
療
費
等

を
全
国
平
均
と
比
較
し
て
、

平
均
値
を
下
回
れ
ば
評
価
し

て
財
政
支
援
、
そ
の
逆
で
あ

れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
自
治
体
へ

の
無
言
の
圧
力
と
な
り
、
無

理
な
利
用
抑
制
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
が
増
え
る
か
ら

と
、
医
療
や
介
護
を
利
用
し

に
く
く
す
る
と
い
う
の
で

は
、
利
用
で
き
な
い
人
を
増

や
し
、
介
護
予
防
に
逆
行
し

て
、
本
末
転
倒
の
結
果
を
招

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

２
０
１
８
年
度
介
護
保
険
法
改
正
、

介
護
報
酬
改
定
が
利
用
者
に

も
た
ら
す
影
響

多
世
代
共
生
型
複
合
施
設

多
世
代
共
生
型
複
合
施
設 

戸
町
ふ
く
し
村

戸
町
ふ
く
し
村

相
良
相
良 

陽
二
陽
二

保
険
料
の
引
き
上
げ

ヘ
ル
パ
ー
生
活
援
助
に

厳
し
い
抑
制

　子どもの貧困に対する支援の機運が高まっ

ています。そのひとつとして、昨年12月に「広

がれ、こども食堂の輪！全国ツアーin長崎」

が長崎市内で開催され、先進的なとりくみ

を行うＮＰＯ法人代表の記念講演のあと、

３つの分科会で、子どもの貧困と子ども食

堂の現状、運営する際の課題克服、サポー

トする人たちの連携について情報・意見交

流が行われました。

　また、今年１月には大村市で「子どもの

貧困対策　全国キャラバンin長崎」（主

催：公益財団法人あすのば）が開催され、

園田大村市長や柿田佐世保こども・女性・

障害者支援センター所長、小西長崎大学准

教授らが「今、長崎の対策に必要なこと

は？」とのテーマで語り合いました。

  そして３月には、県内で初めて子どもの

貧困調査を実施した大村市が結果を発表。

「生活困窮世帯」が15.6％であり、その世

帯の子どもは自己肯定感が低い傾向がある

などの実態が浮かび上がりました。

　さらに、３月の県議会で県として初めて

「子どもの貧困」調査を行うことを県知事

が表明。報道によると、２０１８年度中に

も実施される見通しで、結果が注目されま

す。

ひろがる子どもの支援のとりくみ

自
治
体
へ
の
無
言
の

圧
力　
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２
０
１
８
年
度
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
は

良
く
て
も
現
状
維
持
と
の
予

想
に
反
し
、
０
・
47
％
の
プ

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
改
定
で
は
各
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
の
あ
り
方
や
改
正
障
害

者
総
合
支
援
法
に
係
る
対
応

等
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
基
と
な
っ
た
の
は
２
０
１

７
年
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

経
営
実
態
調
査
結
果
（
有
効

回
答
率
51
・
６
％
）
で
、
概

観
す
る
と
、
収
支
差
率
の
大

き
か
っ
た
就
労
系
や
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
減
額
傾

向
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
微

減
、
入
所
系
は
微
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
主
な
も
の

を
い
く
つ
か
上
げ
て

み
ま
す
。

【
自
立
生
活
援
助
】　

　

障
害
者
支
援
施
設
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
か
ら
地
域

で
の
一
人
暮
ら
し
に
移
行
し

た
障
害
者
等
で
、
理
解
力
や

生
活
力
等
に
不
安
の
あ
る
就

労
移
行
支
援
ま
た
は
就
労
継

続
支
援
を
利
用
し
て
一
般
就

労
し
た
者
で
、
就
労
に
伴
う

環
境
変
化
に
よ
り
生
活
面
の

課
題
が
生
じ
て
い
る
者
を
対

象
に
、
３
年
を
上
限
と
し
て

就
労
定
着
支
援
員
が
定
着
の

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型

　

共
同
生
活
援
助
】

　

障
害
の
重
度
化
・
高
齢
化

に
伴
い
常
時
の
支
援
体
制
を

確
保
す
る
こ

と
を
基
本
と

し
ま
す
が
、

他
の
日
中
活

動
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
ひ
と
つ
の

建
物
へ
の
入
居
を
20
名
（
10

名×

２
ユ
ニ
ッ
ト
・
夜
勤
者

２
名
）
ま
で
と
し
、
５
名
以

内
の
短
期
入
所
の
併
設
を
必

置
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
障
害
者
の
65

歳
問
題
を
受
け
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
相
互

に
乗
り
入
れ
、
利
用
で
き
る

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

主
な
見
直
し
で
は
一
律
の
単

価
設
定
と
な
っ
て
い
た
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
及
び

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

基
本
報
酬
に
つ
い
て
報
酬
区

分
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
Ａ
型
は
平
均
労
働

時
間
、
Ｂ
型
は
利
用
者
に
支

払
う
平
均
工
賃
額
、
ま
た
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
状
態

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
応

じ
た
報
酬
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

送
迎
加
算
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
２
年
の
加
算
設
定
時

と
比
べ
て
燃
費
は
向
上
し
て

い
る
と
の
理
由
で
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
生
活

介
護
で
２
人
で
の
手
厚
い
支

援
を
要
す
る
場
合
は
倍
増
し

て
い
ま
す
。

　

計
画
相
談
支
援
・
障
害
児

相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
標
準
期

間
が
状
態
の
変
わ
り
や
す
い

居
宅
介
護
利
用
者
に
つ
い
て

は
３
カ
月
毎
に
１
回
、
障
害

者
支
援
施
設
入
所
者
は
６
カ

月
毎
に
１
回
と
各
々
倍
増
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
標
準
化
を
図
る
観

点
か
ら
一
人
の
相
談
支
援
専

門
員
が
担
当
す
る
月
の
標
準

担
当
件
数
は
35
件
と
し
て
い

ま
す
。
実
施
日
に
関
し
、
支

援
施
設
は
今
年
度
、
そ
れ
以

外
は
来
年
度
か
ら
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

支
援
施
設
の
重
度
障
害
者

支
援
加
算
（
Ⅱ
）
に
係
る
算

定
要
件
に
つ
い
て
は
、
強
度

行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

の
受
講
が
２
０
１
７
年
度
末

ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
１
年
間
の
経
過
措
置

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
関
連

し
て
、
こ
の
加
算
は
支
援
施

設
が
行
う
生
活
介
護
以
外
の

生
活
介
護
事
業
所
に
も
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
利
用
者
へ
の
影

響
が
大
き
い
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
は
原
則
１
８
０
日
ま
で
と

制
限
さ
れ
、
ま
た
、
食
事
提

供
加
算
は
食
事
提
供
の
実
態

調
査
を
行
っ
た
上
で
そ
の
在

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
な

り
、
次
回
の
報
酬
改
定
ま
で

延
期
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
改
定
に
お
け
る
改
定
内
容

長
崎
市
・
障
害
者
支
援
施
設
サ
ン
ト
ピ
ア
学
園

長
崎
市
・
障
害
者
支
援
施
設
サ
ン
ト
ピ
ア
学
園

吉
岡
吉
岡 

健
仁
健
仁

基
本
報
酬
の
見
直
し

基
本
報
酬
の
見
直
し

相
談
支
援
の

相
談
支
援
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
倍
増

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
倍
増

自
立
生
活
と

自
立
生
活
と

高
齢
障
害
者
へ
の
支
援

高
齢
障
害
者
へ
の
支
援
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ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ベ
ア
ト
リ

ス
・
フ
ィ
ン
事
務
局
長
は
長

崎
大
学
の
招
き
で
来
日
し
、

１
月
13
日
（
土
）
長
崎
原
爆

資
料
館
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ

れ

た

長

崎

大

学

主

催

の

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
記

念　

特
別
市
民
セ
ミ
ナ
ー

『
核
兵
器
禁
止
条
約
を
ど
う

活
か
す
か
～
ナ
ガ
サ
キ
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
」
に
出
席

し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
討
論
で
は
フ
ィ
ン
氏

と
朝
長
万
左
男
・
核
兵
器
廃

絶
地
球
市
民
長
崎
集
会
実
行

委
員
長
、
川
崎
哲
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

国
際
運
営
委
員
、
今
西
清
治

外
務
省
軍
縮
不
拡
散
・
科
学

部
軍
縮
管
理
軍
縮
課
長
が
パ

ネ
リ
ス
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
氏
は
、
核
兵
器
の
非

人
道
性
を
訴
え
続
け
た
被
爆
者

の
証
言
活
動
を
高
く
評
価
し
、

「
被
爆
者
な
く
し
て
核
兵
器
禁

止
条
約
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
」

と
語
り
、
被
爆
者
に
謝
意
を

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
核
兵

器
の
脅
威
を
ど
の
国
よ
り
も

知
っ
て
い
る
日
本
は
核
の
傘

に
入
る
の
で
は
な
く
、
核
廃

絶
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
高
校
生
か
ら
被

爆
者
ま
で
次
々
に
質
問
が
出

て
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
外
務

省
へ
「
な
ぜ
核
禁
止
条
約
に

参
加
し
な
い
の
か
」
「
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
も
良
い
の
で
会

議
に
参
加
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
「
核
の
傘
と
唯
一
の
被

爆
国
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
質
問
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
氏
は
市
民
社
会
が

声
を
上
げ
る
こ
と
の
重
要
性

を
述
べ
、
草
の
根
で
の
取
り

組
み
を
広
げ
、
核
禁
止
条
約

に
日
本
政
府
が
参
加
す
る
よ

う
迫
っ
て
い
こ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

　

日
本
で
は
全
国
で
被
爆
者

が
訴
え
る
国
際
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
秋
ま
で
に
世
界
で
数
億
の

署
名
を
集
め
、
核
兵
器
廃
絶

の
市
民
の
声
で
禁
止
条
約
を

作
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

長
崎
で
は
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
を
す
す
め
る
長
崎

県
民
の
会
」
が
被
爆
者
５
団

体
の
呼
び
か
け
で
２
０
１
６

年
９
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
秋
ま
で
に

長
崎
県
内
で
の
署
名
の
目
標

は
50
万
人
で
、
２
０
１
８
年

４
月
末
現
在
28
万
人
を
超
え

ま
し
た
。

　

毎
月
１
回
の
街
頭
宣
伝
に

２
０
１
６
年
12
月
、
田
上
富

久
・
長
崎
市
長
、
２
０
１
７

年
４
月
に
は
中
村
法
道
・
長

崎
県
知
事
、
２
０
１
７
年
９
月

に
は
園
田
裕
史
・
大
村
市
長
が

参
加
し
、
市
民
と
一
緒
に
核

兵
器
廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

　

県
内
22
の
自
治
体
首
長
の

う
ち
、
佐
世
保
市
を
除
く
21

首
長
が
賛
同
署
名
に
サ
イ
ン

し
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
で

署
名
用
紙
を
役
所
の
窓
口
に

設
置
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
呼
び
か
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
、
地

域
で
の
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

長
崎
を
最
後
の
被

爆
地
に
す
る
た
め
、

市
民
の
力
で
政
府
に

働
き
か
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
声
で
核
兵
器
廃
絶
を

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
フ
ィ
ン
事
務
局
長
来
崎
と

長
崎
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
運
動
に
つ
い
て

︵
一
財
︶
長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会　

柿
田 

富
美
枝

多くの市民が集った会場

活発な意見が交わされたパネル討論

日
本
政
府
の
核
兵
器
禁
止

条
約
参
加
を
訴
え
る

広
が
る
国
際
署
名
の
輪

　

自
治
体
首
長
が
参
加
し
た
署
名
活
動
の
様
子

（
上
段:
中
村
県
知
事
、
下
段:

田
上
長
崎
市
長
）

▲
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リ
レ
ー
投
稿

く
、
参
加
す
る
こ
ど
も
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
夫
婦

も
沢
山
の
大
切
な
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
キ
ャ
ン
プ
や
山
村
留
学

に
参
加
す
る
に
は
当
然
参
加

費
や
、
親
の
署
名
の
入
っ
た

申
込
書
が
必
要
で
あ
り
、
開

催
場
所
に
行
く
ま
で
に
は
、

車
か
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
必
要
で
し
た
。
つ
ま
り
こ

ど
も
た
ち
は
、
親
の
同
意
や

応
援
が
な
け
れ
ば
、
参
加
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
「
親
が
行
か
せ

た
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

キ
ャ
ン
プ
に
来
て
い
る
子

や
、
習
い
事
や
塾
、
宿
題
に

追
わ
れ
、
毎
日
忙
し
く
過
ご

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
も

出
会
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
が
（
親
の
意
思
で

は
な
く
）
自
分
の
意
思
で
こ

こ
に
来
る
こ
と
を
決
め
ら
れ

て
、
自
由
に
の
ん
び
り
と
過

ご
せ
る
場
所
、
安
心
し
て

ほ
っ
と
一
息
で
き
る
場
所

が
、
（
山
の
中
で
は
な
く
自

分
で
歩
い
て
行
け
る
場
所
で
あ

る
）
地
域
に
あ
れ
ば
い
い
の

に…

そ
ん
な
想
い
か
ら
設
立

し
た
団
体
が
「
て
つ
な
ぐ
」

で
あ
り
、
「
た
ま
り
場
・

か
っ
ち
ぇ
て
」
で
す
。

　

現
在
は
月
に
10
日
程
度
、

平
日
の
放
課
後
と
土
曜
日
に

開
放
し
て
お
り
、
年
間
延
べ

人
数
で
２
４
０
０
人
程
が
足

を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

２
年
ほ
ど
前
か
ら
は
月
に
一

度
、
こ
ど
も
食
堂
も
始
め
ま

し
た
。
団
体
の
運
営
は
、
私

た
ち
の
活
動
を
応
援
し
て
く

だ
さ
る
全
国
の
方
々
か
ら
の

寄
付
金
や
物
品
寄
付
、
講
演

会
で
の
講
演
料
等
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
寄
付
付
き
商
品
の
て
ぬ

ぐ
い
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。

　

た
ま
り
場
を
開
い
て
も
う

す
ぐ
３
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
と

日
々
を
重
ね
る
中
で
実
感
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
中
に
、

「
あ
そ
こ
に
行
く
と
安
心
で

き
る
な
」
「
何
か
あ
っ
た
時

は
あ
そ
こ
に
行
こ
う
」
と
思

え
る
場
所
が
一
つ
で
も
あ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
か
っ

ち
ぇ
て
に
集
っ
て
く
れ
る
人

た
ち
と
、
さ
さ
や
か
な
何
気

な
い
日
常
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�
自
然
と
暮
ら
し
の
学
校

「
て
つ
な
ぐ
」
�
（
以
下
「
て

つ
な
ぐ
」
）
は
、
夫
婦
２
人
で

運
営
す
る
小
さ
な
団
体
で
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
「
こ
ど
も

の
た
ま
り
場
・
大
人
の
は
な
す

場
�
か
っ
ち
ぇ
て
�
」
（
以
下

「
か
っ
ち
ぇ
て
」
）
と
い
う
、

参
加
費
無
料
、
親
の
申
込
不

要
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
な
い
、
誰

で
も
来
ら
れ
る
自
由
な
�
た

ま
り
場
�
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
い
つ
来
て
、
い
つ
帰
っ

て
も
よ
く
、
遊
ぶ
も
自
由
、

遊
ば
な
い
も
自
由
で
、
何
を

し
て
過
ご
す
の
か
は
来
た
人

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で
決
め
ま

す
。
学
区
制
限
、
年
齢
制
限

も
な
く
（
０
歳
～
２
０
０
歳

ま
で
Ｏ
Ｋ
）
、
障
碍
の
有
無

も
問
い
ま
せ
ん
。
色
ん
な
人

が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ペ
ー
ス

で
同
じ
時
間
を
過
ご
す
、
そ

ん
な
自
由
な
み
ん
な
の
た
ま

り
場
で
す
。

　

私
た
ち
夫
婦
は
、
以
前
は

自
然
体
験
教
育
や
山
村
留
学

を
主
催
す
る
団
体
の
職
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
自

然
の
中
で
仲
間
と
共
に
過
ご

す
経
験
は
と
て
も
素
晴
ら
し

こ
ど
も
の
た
ま
り
場・

　
　
大
人
の
は
な
す
場
�
か
っ
ち
ぇ
て
�

誰
で
も
来
ら
れ
る
自
由
な
場
所

自
然
の
暮
ら
し
の
学
校　

て
つ
な
ぐ　

片
山
健
太
・
薫
子

 上:かっちぇての看板

 下:代表の片山夫妻

　

み
ん
な
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　

の
時
間
を
過
ご
す
大
広
間

▲

問い合わせ先

自然と暮らしの学校 てつなぐ（片山）

〒850-0821 長崎市高平町15-1

電　話　090-8391-9644

メール  tetsunagu1110@gmail.com

Ｆ　Ｂ　自然と暮らしの学校 てつなぐ
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